
多様なアイディアが生まれる会議に！

実　践

ひろげる助成

年目2

課　題

目　標

気候変動やグローバリゼーションの影響により、持
続可能ではない環境・農・食のあり方に直面している
東ティモールで、子どもたちが関心・知識を得る機会
が不足している。

東ティモール・エルメラ県の小学校で環境教育及び
エディブル教育が実践されることで、子どもたち、父
母の環境・農・食に対する意識変革や具体的行動の変
化につながる。

| 活動地域 |　　  東ティモール

東ティモール民主共和国エルメラ県における
環境教育・エディブル教育の推進、
ならびにその担い手としての若手リーダーの育成
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指南書・教材を
配布した学校 26校

6人
80％
55％

活動で技術指導を
務めた若者

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

セミナーに参加した分校の教員からは、学校を直接訪問してのサポートを求める
声が多くあがった。研修に参加した若者も巻き込みながら、フォローアップしてい
くことで実践の定着を目指す。

●学校菜園導入のためのセミナーを2回実施し、それ
ぞれ、会場の中央小学校以外の教員・生徒に、分校の
教員も参加。環境教育及びエディブル教育実践の普
及の第一歩とすることができた　●学校菜園導入の
ための指南書とゴミ分別教材を作成し、県内26校に
配布、モデル校では実践のレクチャーを実施した
●農村部の若者を対象にして、環境保全・循環型農業
についての研修を実施し、若者11人が参加（うち1 人
が女性）。その研修の参加者6人が、セミナー開催時に
現地スタッフとともに技術の指導にあたることがで
きた

今後の
展望

ゴミの分別について考える教材に挑戦中

セミナー参加者で校庭に
菜園を作る作業中

■苦労した点
道路状況が悪いので、現地コーディ
ネーターが各学校を訪問するのに苦
労が多い。

■工夫した点
環境や農と密接につながる地域のゴミ
の問題について、小学生低学年でも遊
びながら考えられる教材を作成したこ
と。

（特非）   APLA


